
学校教育目標 ：生きる力を身に付け、自立しようとする新山健児の育成 ～おもいやる子･かんがえる子･きたえる子～

由利本荘市立新山小学校 学校だより 令和４年度 第４３号

令和５年３月１０日

発行 校長

いよいよ巣立ちのとき～３月１４日（火）は、卒業式です～
３月１４日（火）には、卒業証書授与式が行われ、新山小学校第５７期卒業生「ひまわ

り学年」１３２名が巣立ちます。
小学校生活の半分の３年間は、コロナ禍での制限のある生活でしたが、そんな中でもひま

わりのように明るく元気に過ごしてくれた６年生でした。今年度は、ナイスアリーナでの運
動会、下級生の面倒を見ながら楽しく活動した松ぼっくり活動（縦割り活動）、仙台・松島へ
の修学旅行、額に汗してがんばった新校舎（新教室棟）への引っ越し、ゴールを目指して粘
り強く走った水林競技場でのかけっこチャレンジデー、３年ぶりに演奏した新山マーチなど、
様々な思い出ができました。進学先はそれぞれ異なりますが、小学校で学んだことを生かし
て、がんばってほしいと思います。
卒業生の保護者の皆様には、６年間、本校の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をい

ただいたことに心より感謝申し上げます。卒業式当日は、小学校生活６年間の集大成となる
立派な姿をお見せできると思います。ご期待ください。
１～４年生はお休みですが、心の中でお祝いしてもらえるとうれしいです。

校外子ども会開催～今年度の校外生活を振り返りました～
感染拡大防止のため行っていなかった校外子ども会を、３月３日（金）の３校時に開催し

ました。子ども会会長が１年生を迎えに行き、各教室に連れて行ってから話し合いを始めま
した。町内での生活の振り返りや春休みのめあてを話し合った後、登校グループを確認し、
新しい役員を決めました。
地域での過ごし方や登下校の仕方について、上級生が「○○の近くの狭い道から、車が出

てくることがあるので気を付けた方がよい。」「道路に広がって歩く人がいるので、右側を歩
きましょう。」などとアドバイスしていました。
保護者や地域の皆さんには、これからも子どもたちが安全に登下校したり、地域で安全に

過ごせるように、目と声を掛けていただけると幸いです。

校 報 松 風

【1年生を連れていく子ども会会長(川口)】 【話し合い(浜松町)】【話し合い（赤田、内黒瀬・内越）】 【話し合い（大浦､砂子､深沢･栗山･三川）】

【約３年ぶりに新山マーチを体育館に響かせた６年生 〈６年生を送る会 R5.2.22〉】



第１５回小島かはたれ「子ども俳句コンクール」表彰式
３月５日（日）、第１５回小島かはたれ俳句コンクール表彰式が本荘グ

ランドホテルで行われました。由利本荘市・にかほ市の小学生から2,900
句の応募があり、その中から選ばれた30名（かはたれ賞5名、北陽賞5名、
銀河賞5名、奨励賞15名）が表彰されました。本校からは、６名が受賞し
ました（写真・名前・作品は下の「児童のがんばり」の欄に紹介していま
す）。
一人一人が賞状をいただいた後、自分の句をステージで発表しました。

６人ともとても立派でした。講評では、審査員の先生から俳句をつくると
きのコツを教えていただきましたので、一部紹介します。俳句をつくると
きの参考にしてください。
○ 五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）を生かす。
○ 季語は、１つだけ入れる。季語重なりは×。
○ 直接的な言葉「楽しいな、きれいだな」などは使わず、それが伝わるような表現を選ぶ。
○ 「キラリ、チリン」など、オノマトペ（擬音語・擬態語）を使う。
○ 人でないものを人に見立てて（擬人化して）表現する。例「いちょうの葉 逆上がりして 落ちてきた」

小島彼誰(本名；健之助)の紹介
旧本荘町上横町の米穀商の長男として明治27

年に誕生。俳句は勿論、小説・随筆・詩・短歌、
それに小唄などの作詞、放送シナリオ、新聞編
集などで幅広い活動をし、大正・昭和期の秋田
県文壇に名を馳せた郷土の文人。

表彰後には、「酒の秋田」「由利小唄」（小島彼誰
作詞）に合わせた美しい踊りが披露されました。踊
ったのは、鈴木依子先生からキピーや先生のお宅で
踊りを習っている新山小、本荘北中の子どもたちです。

児童のがんばり～おめでとうございます～
○小島かはたれ子ども俳句コンクール(表彰された子どもを紹介 写真左から)

北陽賞 ４年 斉藤＊＊ 見上げると 大きいヘチマ 秋うらら
銀河賞 ５年 渡邊＊＊ ふうりんが チリンと一つ 夏をよぶ
銀河賞 ６年 今野＊＊ 土手に咲く 火花のような 彼岸花
奨励賞 ５年 伊藤＊＊ 夕焼けや 五時のチャイムが とおざかる
奨励賞 ５年 鈴木＊＊ 春風が 草の上を 歩き出す
奨励賞 ６年 小林＊＊ 秋の虫 音色かなでる 晴れ舞台

○第４５回未来の科学夢絵画展(入賞者を紹介 写真左から)
優秀賞 ２年 渡辺＊＊ 生き物の気持ちが分かる聴診器
奨励賞 ４年 佐藤＊＊ 想像ﾍﾙﾒｯﾄ&想像いす
展覧会 会期：令和５年３月２４日(金)～２６日(日)の予定

会場：東京・北の丸公園 科学技術館
全国から応募された9,249点の作品の中から選ばれました。

受賞者と作品は、公益社団法人 発明協会ＨＰに掲載されてい
ます（作品は、ＨＰからダウンロードしました）。
賞状は、展覧会終了後に届く予定です。

○第１３回由利本荘市民スキー大会
R5.3.5

小学校１～３年女子第２位
２年 黒政＊＊

【流れるような美しい踊りを披露した子どもたち】

【2年 渡辺莉心さんの作品】

【自分の句を発表する斉藤＊＊さん〈４年〉】

【4年 佐藤真珠さんの作品】


